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問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

1
日（
火
）
■
大
腸
・
肺
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
パ
パ
マ
マ
学
級（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

2
日（
水
）
■
大
腸
・
肺
が
ん
検
診（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

●
４
カ
月
児
離
乳
食
教
室（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

8
日（
火
）
●
３
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

9
日（
水
）
●
６
カ
月
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
２
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

10
日（
木
）
●
の
び
の
び
相
談
会（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）※
要
予
約

22
日（
火
）
●
１
歳
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
金
）
●
２
歳
６
カ
月
児
フ
ッ
素（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

市
が
行
う
保
健
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
人

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。利
用
の
際
は
、

施
設
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
時
間
５
組
程
度
）

■
そ
の
他

　

誕
生
月
に
、
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（           

）

　

制
作
キ
ッ
ト
や
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。        

  
   

開
館
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

11
月

す
み
れ
広
場　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）０
８
２
３

た
ん
ぽ
ぽ
広
場　

☎
０
５
５
８（
７
６
）６
０
０
６

こ
ど
も
広
場　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）１
３
４
６

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、
10
月

５
日
か
ら「
９
４
４
円
／
時
」と

な
り
ま
し
た
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
静
岡
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
４（
２
５
４
）６
３
１
５

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
期
限
延
長

　

国
の
行
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
９

月
末
か
ら
12
月
31
日（
土
）に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
総
務
省
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

傷
病
手
当
適
用
期
間
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
、
療
養
の
た
め
の
欠
勤

に
対
す
る
傷
病
手
当
の
適
用
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
期
間
／
12
月
31
日（
土
）ま
で

対
象
／
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る

人（
被
用
者
）で
あ
っ
て
、
市

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ま
た

は
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
被
保
険
者

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
ま
で
事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

審
査
な
ど
に
よ
り
、
支
給
ま
で

２
〜
３
カ
月
か
か
り
ま
す
。

問
国
保
年
金
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　

夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
間
で
行
わ

れ
る
暴
力
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、犯
罪
と
な
る
行
為
で
あ
り
、

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

と
き
／
11
月
12
日（
土
）〜
25
日

（
金
）

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
↓
♯
８は

れ

れ

ば

０
０
８

Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
↓

０
１
２
０（
２つ

な

ぐ
７
９
）８は

や

く
８
９

問
静
岡
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４（
２
８
６
）９
２
１
７

児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

11
月
11
日（
金
）に
、
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
指
定

口
座
に
２
カ
月
分（
９
月
〜
10
月

分
）の
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
、
14
日（
月
）以
降
、

口
座
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問  

福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

静
岡
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）に
適
用
さ
れ
る
静
岡

令和 4年度
狩猟期間のお知らせ
ニ ホンジカ・イノシシ／ 11 月 1 日（火）～
　　　　　　　　　　　令和 5年 3月 15 日（水）
そ の他の狩猟鳥獣／ 11 月 15 日（火）～
　　　　　　　　　　　令和 5年 2月 15 日（水）

期間中に入山する場合、次の点にご注意ください。
○ 狩猟者が認識しやすいよう、目立つ色の服装を
心がける。
○ ラジオや鈴などの音の鳴るもので、自身の存在
を知らせる。
○ 獣道にはわなが設置されている場合があるた
め、山道から奥には入らない。

問  静岡県くらし・環境部環境局自然保護課
☎ 054-221-2719

問 環境企画課
☎ 0558-76-8002

ごみを屋外で焼却することは、法律や条例に
より禁止されています。
　庭先のたき火などの場合でも、生活環境への
配慮が必要であり、近隣への悪臭、煙害などの
苦情が発生するような場合は指導の対象となり
ます。なお、法律には５年以下の懲役、1,000
万円以下の罰金の罰則も規定されています。

〇 「燃やせるごみ」として指定ごみ袋に入れて
ごみ集積所、または清掃センターに出す。
〇 指定ごみ袋に入らない多量の刈草などは、
決められた清掃施設に搬入する。（有料）
〇 剪定枝は、決められた長さ・太さに切断し
て、資源循環センター農土香に搬入する。
（事業系のものは有料粗大ごみとします。）

正しいごみの処理方法

8
日（
火
）

お
は
な
し
会

交
通
安
全
教
室

10
時
〜
10
時
20
分

9
時
30
分
〜
10
時

9
日（
水
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
ミ
ニ

10
時
45
分
〜
11
時

10
日（
木
）

リ
ズ
ム
遊
び

ク
レ
パ
ス
遊
び

10
時
〜
10
時
20
分

9
時
〜
11
時

11
日（
金
）

ク
レ
パ
ス
遊
び

9
時
〜
11
時

15
日（
火
）

交
通
安
全
教
室

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

（
11
月
１
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
30
分

9
時
30
分
〜
10
時

11
時
〜
11
時
45
分

17
日（
木
）

お
は
な
し
会

10
時
10
分
〜
10
時
30
分

22
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

24
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
の
日

（
ミ
ニ
運
動
会
）
10
時
〜
10
時
30
分

29
日（
火
）

誕
生
日
会

ベ
ビ
ー
リ
ズ
ム

（
11
月
16
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
15
分

10
時
30
分
〜
11
時

区分／伊豆の国市会計年度任用職員
期間／令和5年4月～令和7年3月
内 容／街頭指導や下校指導、交通安全に関する
イベントなどの交通安全教育の推進と交通事
故防止のための交通安全啓発活動
報酬／あり（伊豆の国市交通指導員設置条例に基づく）
※ 交通指導員は、各区長からの推薦に基づき選出されます。

問 危機管理課
☎ 055-948-148211

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

問
福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

交通指導員　募集
あ
な
た
の
気
付
き
が

　
子
ど
も
の
命
を
守
り
ま
す

大
人
が
子
ど
も
に
暴
力
を

振
る
っ
た
り
、
ひ
ど
い
言
葉

で
心
を
傷
つ
け
た
り
す
る
の

は「
虐
待
」で
す
。

虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
は
年

間
50
件
を
超
え
、
一
週
間
に

一
人
の
子
ど
も
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
虐

待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

１い
ち
は
や
く

８
９
に
電
話
を
。

広報 10月号掲載内容のお詫びと訂正

　広報11月号の掲載内容に誤り
がありました。下記の通り訂正し、
お詫び申し上げます。

【訂正箇所】
35 ページ「表紙より」
誤：▲昭和 3 年（1928）の駿豆鉄道長岡
　　　営業所バス乗り場
正：写真の正確な時期は不明です。

▲総務省HP


